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も
は
や
短
か
い
と
は
い
え
な
い
私
の
研
究
生
活
に
お
い
て
鴇
専
攻
分
野
の
内
外
を
と
わ
ず
す
ぐ
れ
た
数
多
く
の
方
4
に
教
え
ら
れ
た
が
、
特
に
今
度

還
歴
を
む
か
え
ら
れ
た
伊
藤
不
二
男
教
授
は
、
私
が
研
究
室
生
活
を
は
じ
め
た
と
き
か
ら
の
出
逢
い
で
あ
り
、
そ
れ
か
ら
い
ま
に
至
る
ま
で
の
学
問
上

の
先
輩
で
あ
り
、
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
影
響
を
こ
う
む
っ
た
。
い
ま
で
も
二
十
数
年
前
の
旧
法
文
棟
三
階
の
南
側
の
、
夏
は
こ
と
の
ほ
か
暑
い
国

際
法
研
究
室
で
の
伊
藤
教
授
の
物
静
か
な
控
え
あ
の
、
し
か
も
真
摯
で
学
問
一
筋
の
印
象
が
忘
れ
が
た
く
思
い
だ
さ
れ
る
。
ま
っ
た
く
馳
け
だ
し
の
私

に
は
、
学
究
生
活
の
あ
る
べ
き
具
体
像
と
し
て
映
じ
た
し
、
控
え
め
な
が
ら
研
究
生
活
の
重
要
な
点
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
い
た
。
生
来
の
怠
惰
で

伊
藤
教
授
の
御
教
示
は
な
に
も
実
践
で
き
ず
に
今
日
に
至
り
、
し
か
も
教
授
の
還
暦
を
御
祝
い
す
る
に
当
っ
て
全
力
を
傾
け
て
の
仕
事
も
で
き
な
い
仕

儀
と
な
っ
て
し
ま
い
、
恐
縮
の
極
み
で
あ
る
。
学
術
論
文
の
名
に
値
い
し
な
い
小
文
な
が
ら
、
還
暦
記
念
論
文
集
の
編
集
の
御
手
伝
さ
せ
て
頂
い
た
こ

と
と
あ
ね
せ
で
、
長
年
の
教
授
の
御
誘
扱
に
対
す
る
御
礼
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
ス
イ
ス
の
概
観

　
　
　
ズ
イ
ス
ぽ
ヨ
ー
．
冒
ロ
ッ
パ
の
中
央
部
に
位
置
し
、
ア
ル
。
フ
ス
が
そ
の
骨
格
を
な
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
世
界
で
最
も
す
ぐ
れ
た
風
光
の
国

，
説
　
　
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
ス
イ
ス
は
一
八
一
五
年
以
来
の
永
世
中
立
国
で
も
あ
り
、
国
内
的
に
は
、
主
権
を
有
す
る
二
二
（
准

論　
　
州
を
含
め
て
二
五
）
の
カ
ン
ト
ン
か
ら
な
る
民
主
共
和
政
の
連
邦
国
家
で
あ
る
こ
と
も
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
そ
し
て
、
ス
イ
ス
の
面
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払百陶 三

章
は
四
・
二
二
万
平
方
粁
で
九
州
よ
り
や
や
狭
く
、
人
口
は
約
六
〇
〇
万
（
一
九
六
七
年
政
府
推
計
）
で
、
福
岡
、
佐
賀
、
長
崎
、
・
三
県

合
計
の
人
口
よ
り
少
な
い
が
、
人
口
密
度
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ベ
ル
ギ
r
、
英
、
西
独
、
伊
に
つ
い
で
五
位
の
一
平
方
粁
当
り
、
一
五
〇

人
で
多
い
方
で
あ
る
。

　
一
九
六
七
年
の
ス
イ
ス
の
国
民
総
生
産
憶
約
六
八
九
億
閃
笏
（
一
六
〇
億
ド
ル
）
、
国
民
所
得
は
約
五
七
六
億
寄
ω
（
＝
二
四
億
ド
ル
）

と
い
わ
れ
、
そ
の
国
民
経
済
の
規
模
は
日
本
（
一
、
一
五
七
億
ド
ル
）
の
1
7
程
度
と
い
わ
れ
る
。
し
か
し
人
口
が
日
本
の
約
1
「
1
7
程

度
し
か
な
い
の
で
一
人
当
り
の
所
得
は
、
二
、
二
〇
七
ド
ル
（
同
年
の
日
本
は
九
二
一
ド
ル
）
と
な
り
、
日
本
の
約
二
・
四
倍
と
な
る
。

こ
の
数
字
ば
、
英
、
独
、
仏
、
憶
い
ず
れ
よ
り
も
高
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
若
干
劣
る
が
最
高
の
所
得
水
準
を
示
す
も

の
で
吻
為
。
ス
宮
メ
経
済
は
」
九
六
四
年
忌
ら
六
五
年
の
景
気
遇
熱
（
心
脳
P
成
長
庫
名
目
ゴ
○
～
八
％
、
実
質
五
2
四
．
五
％
）
を
経

て
六
六
、
六
七
年
の
調
整
器
を
迎
・
兄
た
が
（
六
八
年
は
G
N
P
実
質
三
五
％
程
度
の
成
長
と
い
わ
れ
て
い
る
。
六
六
、
六
七
年
に
は
物
価

騰
貴
も
は
げ
し
か
っ
た
が
、
六
八
年
の
賃
金
上
昇
率
は
生
産
性
上
昇
率
の
範
囲
内
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

　
つ
ぎ
に
ス
イ
ス
の
産
業
構
造
を
み
る
と
、
　
か
っ
て
の
よ
う
に
時
計
と
農
民
の
手
芸
品
と
酪
農
製
品
の
国
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
と
は
違
っ

て
、
す
で
に
一
流
の
高
度
工
業
国
家
の
段
階
に
達
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

　
図
表
（
－
1
一
「
⊥
）
　
（
1
1
2
）
に
よ
り
農
林
業
就
業
者
の
減
少
が
明
ら
か
で
あ
る
が
、
外
国
人
労
働
者
は
一
・
四
万
か
ら
一
・
、
八
万
と

僅
か
な
増
加
が
み
ら
れ
る
程
度
で
あ
っ
た
。
ス
イ
ス
の
農
業
は
国
全
体
の
農
産
品
需
要
の
四
五
％
を
ま
か
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
第
一
次

産
業
か
ら
第
二
次
、
第
三
次
産
業
へ
の
労
働
者
移
動
を
可
能
に
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
工
業
就
業
者
数
は
一
九
五
〇
年
か
ら
六
〇
年
の

一
〇
年
間
に
約
二
七
・
三
万
人
増
加
し
た
が
、
そ
の
間
に
お
け
る
外
国
人
労
働
者
の
数
は
六
・
九
万
か
ら
二
六
・
八
万
ま
で
約
二
〇
万
の

増
加
で
あ
り
、
工
業
人
口
の
増
加
は
ほ
と
ん
ど
外
国
人
労
働
者
の
流
入
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
も
工
業

内
部
に
お
い
て
も
、
食
品
、
タ
バ
コ
、
．
繊
維
、
衣
服
の
よ
う
な
軽
工
業
部
，
門
の
減
少
傾
向
に
対
し
、
金
属
、
機
械
、
時
計
、
建
設
な
ど
の
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スイス連邦における外国人労働者問題の概観（林）

（1－1）

各産業部門のウェートの変遷（万）
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そ

部
門
で
と
く
に
労
働
者
の
増
加
が
見
ら
れ
、
産
業
構
造
の
高
度
化
の
傾
向
が
は
っ
き
り
と
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
外
国
人
労
働
者
は
こ
れ
ら

基
幹
産
業
の
中
枢
部
分
と
し
て
質
量
と
も
に
そ
の
重
要
性
を
増
大
し
、
今
日
で
は
外
国
人
労
働
者
な
く
し
て
ス
イ
ス
の
工
業
は
成
立
し
え

な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。

二
　
外
国
人
労
働
者
問
題

　
こ
の
よ
う
に
ス
イ
ス
の
産
業
構
造
に
関
連
し
て
見
逃
す
こ
と
の
で
き
な
い
の
は
外
国
人
労
働
者
の
問
題
で
あ
り
、
一
九
五
〇
年
お
よ
び

六
〇
年
に
お
け
る
就
業
者
数
に
お
け
る
外
国
人
労
働
者
数
を
部
門
別
に
み
る
と
図
表
（
2
1
1
）
の
通
り
で
、
ホ
テ
ル
部
門
、
建
設
部
門

が
も
っ
と
も
は
げ
し
い
が
、
専
門
的
技
能
を
要
す
る
工
業
部
門
に
も
順
次
流
入
し
、
今
日
で
は
も
は
や
ス
イ
ス
に
お
け
る
外
国
人
労
働
者

は
、
ス
イ
ス
経
済
へ
の
付
加
的
労
働
力
で
は
な
く
そ
の
本
質
的
要
素
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
し
か
も
一
九
六
〇
年
以
降
外
国
人
労
働
者
の

流
入
は
著
増
し
、
六
四
年
夏
に
は
七
二
万
人
、
七
〇
年
に
は
、
九
〇
万
以
上
と
い
わ
れ
て
い
る
。

38　（2－4　。421）　549



論説

（2－1）

全就業者に占める

外国人労働者の比率（％）
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設
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建
商業銀行保険
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テ
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ホ
　
そ

り
、
ま
た
外
国
人
労
働
者
の
側
に
も
家
族
を
帯
同
で
き
ず
、

な
意
味
で
、
α
ぴ
Φ
臥
お
§
α
§
ひ
q
（
過
度
外
国
化
）
の
危
険
を
訴
え
る
運
動
も
お
こ
り
、

な
流
入
の
規
制
が
イ
ン
フ
レ
抑
制
に
役
立
ち
、
ま
た
安
易
な
労
働
力
供
給
源
の
抑
制
が
ス
イ
ス
経
済
の
合
理
化
や
生
産
性
向
上
へ
の
努
力

を
促
進
す
る
こ
と
に
な
る
と
の
意
見
に
立
ち
、
一
九
六
三
年
以
降
、
外
国
人
労
働
者
の
流
入
を
抑
制
す
る
た
め
の
諸
措
置
が
相
次
い
で
採

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
こ
の
外
国
人
労
働
者
の
規
制
措
置
の
経
過
の
大
要
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

㈹
　
一
九
六
三
年
三
月
、
連
邦
政
府
は
外
国
人
労
働
者
を
雇
用
し
よ
う
と
す
る
企
業
の
全
就
業
者
数
（
ス
イ
ス
お
よ
び
外
国
人
）
が
、
六

二
年
一
二
月
ま
た
は
六
二
年
平
均
の
就
業
者
数
を
超
え
る
こ
と
に
な
る
場
合
に
は
、
外
国
人
労
働
者
に
対
し
て
滞
在
許
可
を
与
え
な
い
こ

と
に
し
た
。

⑧
　
一
九
六
四
年
二
月
か
ら
、
こ
の
規
制
は
六
三
年
三
月
現
在
の
就
業
者
の
九
七
％
に
制
限
し
た
。

　
ス
イ
ス
に
お
け
る
外
国
人
労
働
者
問
題
の
内
容
な
い
し
そ
の
意
味
は
き
わ

め
て
複
雑
と
い
わ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
外
国
人
労
働
者
が
そ
の
本
国
の
経

済
の
好
況
な
ど
に
よ
り
帰
国
し
た
場
合
、
ス
イ
ス
経
済
が
癒
痺
す
る
恐
れ
が

あ
る
。
外
国
人
労
働
者
の
本
国
送
金
は
ス
イ
ス
の
貿
易
外
収
支
の
黒
字
を
停

滞
傾
向
に
追
い
こ
ん
で
い
る
。
外
国
人
労
働
者
は
生
産
要
素
で
あ
る
反
面
消

費
主
体
で
も
あ
り
、
ス
イ
ス
経
済
（
と
く
に
サ
ー
ビ
ス
部
門
）
の
拡
張
要
因

と
し
て
の
意
味
を
も
つ
。
ま
た
経
済
問
題
以
外
に
も
、
多
数
の
外
国
人
労
働

者
の
た
め
に
ス
イ
ス
の
労
働
組
合
は
骨
抜
き
に
な
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て
お

社
会
保
障
も
十
分
で
な
い
と
い
う
か
れ
ら
自
身
の
問
題
も
あ
る
。
こ
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
イ
ス
政
府
と
し
て
も
、
外
国
人
労
働
者
の
急
激
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スイス連邦における外国人労働者問題の概観（林）

◎
　
　
一
九
六
四
年
一
〇
月
に
は
、
上
記
㈹
の
限
度
は
さ
ら
に
九
五
％
に
引
下
げ
ら
れ
た
。

◎
　
一
九
六
五
年
二
月
以
降
は
、
上
記
の
制
限
措
置
に
加
え
て
、
各
企
業
は
外
国
人
労
働
者
数
を
一
九
六
五
年
三
月
一
日
か
ら
七
月
一
日

ま
で
の
間
に
五
％
削
減
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
措
置
が
と
ら
れ
た
（
除
外
さ
れ
る
の
は
農
林
業
、
家
事
使
用
人
、
病
院
、
五
人
以
下
の
企

業
な
ど
）
。
ス
イ
ス
で
就
職
す
る
た
め
に
入
国
し
よ
う
と
す
る
外
国
人
に
は
滞
在
許
可
を
与
え
ず
、
ス
イ
ス
に
入
る
前
に
ス
イ
ス
の
企
業

に
雇
用
さ
れ
た
者
に
対
し
て
だ
け
滞
在
許
可
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
。

⑧
　
一
九
六
六
年
四
月
か
ら
企
業
主
は
規
制
対
象
外
の
外
国
人
労
働
者
（
国
境
を
越
え
て
通
勤
す
る
外
人
労
働
者
お
よ
び
科
学
研
究
、
ホ

テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
に
従
事
す
る
者
）
に
限
っ
て
全
就
業
者
数
を
四
％
ま
で
増
加
で
き
る
こ
と
と
し
た
反
面
、
そ
の
他
の
外
国
人
労
働
者

に
つ
い
て
は
、
一
九
六
五
年
一
月
現
在
（
ま
た
は
六
四
年
中
の
平
均
）
を
基
準
と
し
て
、
六
六
年
八
月
ま
で
に
三
％
を
、
六
七
年
一
月
末

ま
で
に
更
に
二
％
削
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
。

㈹
　
一
九
六
七
年
二
月
に
は
、
全
労
働
者
数
に
つ
い
て
の
制
限
は
、
六
六
年
三
月
を
基
準
と
し
て
③
の
四
％
増
か
ら
一
〇
％
増
に
引
上
げ

ら
れ
た
。
　
し
か
し
六
七
年
七
月
ま
で
に
規
制
対
象
労
働
者
を
さ
ら
に
二
％
削
減
す
る
よ
う
に
改
め
た
。
　
こ
の
結
果
六
五
年
三
月
一
日
以

降
、
通
算
一
二
％
の
外
国
人
労
働
者
を
削
減
し
た
こ
と
に
な
る
。

⑥
　
六
八
年
三
月
か
ら
各
企
業
単
位
の
厳
格
な
規
制
は
や
や
緩
和
さ
れ
、
五
年
以
上
ス
イ
ス
に
定
住
し
た
外
国
人
労
働
者
は
規
制
対
象
か

ら
は
ず
さ
れ
、
季
節
労
働
者
の
規
制
も
個
人
別
規
制
か
ら
国
籍
別
制
限
に
か
わ
っ
た
。
し
か
し
六
八
年
一
一
月
ま
で
に
三
％
削
減
、
六
九

年
二
月
ま
で
に
続
い
て
二
傷
削
減
の
措
置
は
続
行
さ
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
規
制
措
置
に
よ
り
外
国
入
労
働
者
は
六
四
年
を
ピ
ー
ク
に
し
て
、
六
六
年
以
降
お
お
む
ね
横
ば
い
に
推
移
し
た
が
、
六
九

年
か
ら
ま
た
増
加
に
転
じ
た
と
い
わ
れ
る
。

　
産
業
部
門
別
で
は
、
最
近
で
は
全
労
働
者
数
に
占
め
る
外
国
人
労
働
者
の
比
率
は
建
設
業
で
は
五
〇
％
、
製
造
業
お
よ
び
ホ
テ
ル
・
レ
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論

ス
ト
ラ
ン
に
お
い
て
は
四
〇
％
に
達
し
て
い
る
（
一
九
六
〇
年
現
在
、
工
業
一
九
％
、
建
設
三
四
％
、
ホ
テ
ル
レ
ス
ト
ラ
ン
三
四
％
）
。

（2－2）

　外国人労働者の種別（千）（1968）

鵬響鵬薯舳磐｝

鰯
脚
㎜
鵬

39

47

49

59

257

442

465

436

蜘
鋤
㎜
鵬

1960

1963

1964

1967

（2一一3）

　国籍別外国人労働者（千）（1968）

60

@
2
0
　
4
3

409 フフンス

オース
　トリア

その他

81

@
3
4

イタリア

スペイン

西ドイツ

産業別外国人労働者数（千）（1968）

23

@
1
6
　
1
4
　
1
4
　
1
0
　
6
6

食晶三

農林業
技術者
時計工業

化学工業

その他

捌
拠
聡
6
9
2
9
％

建設業
金属工業

サービス業

センイ工業

商　　　業

家事使用人
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三
　
七
〇
年
六
月
の
外
国
入
労
働
者
規
制
の
国
民
投
票

　
一
九
六
三
年
以
降
の
外
国
人
労
働
者
の
規
制
政
策
は
、
六
一
年
以
降
の
イ
ン
フ
レ
の
増
勢
を
抑
制
す
る
要
因
と
し
て
機
能
し
、
ま
た
ス

イ
ス
の
企
業
が
安
易
な
外
国
人
労
働
者
に
依
存
す
る
途
を
封
じ
て
合
理
化
努
力
と
労
働
生
産
性
向
上
に
努
力
し
た
と
い
う
効
果
が
認
め
ら

れ
る
反
面
、
追
加
労
働
力
の
不
足
が
経
済
発
展
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な
り
、
賃
金
上
昇
に
も
拍
車
を
か
け
る
こ
と
と
な
っ
た
と
も
い
わ
れ

て
い
る
。
O
E
C
D
は
六
七
年
末
の
審
査
報
告
の
な
か
で
、
ス
イ
ス
経
済
に
与
え
た
功
罪
を
分
折
し
た
あ
と
、
外
国
人
労
働
者
規
制
政
策

は
、
経
済
的
理
由
よ
り
も
む
し
ろ
社
会
学
的
（
o
o
◎
9
0
δ
σ
Q
ド
巴
）
原
因
に
も
と
づ
い
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。



スイス連邦における外国人労働者問題の概観（林）

　
さ
て
外
国
人
労
働
者
は
六
九
年
以
来
再
び
増
加
し
七
〇
年
に
は
九
〇
万
以
上
と
い
わ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
外
個
人
労
働
者
に
よ
り
ス

イ
ス
の
基
幹
産
業
に
お
い
て
は
外
国
人
労
働
者
は
不
可
欠
の
も
の
と
な
り
、
ま
た
ホ
テ
ル
・
レ
ス
ト
ラ
ン
の
従
業
員
、
家
事
使
用
人
が
も

し
ス
イ
ス
か
ら
引
上
げ
る
と
す
れ
ば
、
ス
イ
ス
の
国
民
生
活
は
一
夜
に
し
て
崩
壊
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
状
況
で
あ
る
。
七
〇
年
三
月
頃

か
ら
、
こ
の
よ
う
な
外
国
人
労
働
者
に
よ
る
ス
イ
ス
経
済
の
工
業
化
偏
重
を
是
正
し
、
農
、
工
、
商
の
三
者
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
発
展

を
、
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
、
一
挙
に
外
国
人
労
働
者
を
大
巾
に
削
減
し
よ
う
と
い
う
運
動
が
高
揚
し
、
国
民
の
要
求
に
よ
る
法

案
の
レ
フ
ェ
レ
ソ
ダ
ム
（
国
民
投
票
）
が
七
〇
年
六
月
五
、
六
、
七
日
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
　
　
ス
イ
ス
連
邦
と
大
部
分
の
州
は
直
接
民
主
制
と
間
接
民
主
制
の
混
合
政
体
を
と
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
一
方
に
お
い
て
立
法
権
を
代
行
す
る
議
会
を

　
　
選
出
す
る
が
、
他
方
み
ず
か
ら
法
律
を
提
案
、
採
択
、
否
決
す
る
権
限
を
も
有
す
る
。
こ
の
国
民
自
ら
が
最
終
的
に
法
案
の
採
否
を
決
定
す
る
権
利
を

　
　
定
め
た
の
が
（
連
邦
憲
法
八
九
条
）
、
国
民
投
票
の
制
度
で
あ
っ
て
、
連
邦
お
よ
び
州
で
認
あ
ら
れ
て
い
る
。
国
民
投
票
は
、
議
会
で
審
議
採
択
さ
れ

　
　
た
法
案
に
対
し
て
国
民
が
最
終
的
に
表
決
を
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
（
義
務
的
）
と
一
定
数
の
ス
イ
ス
国
民
の
要
求
に
よ
り
認
め
ら
れ
る
場
合
（
任
意

　
　
的
）
と
が
あ
る
。

　
七
〇
年
春
に
は
外
国
人
労
働
者
の
総
数
は
、
総
人
口
の
約
一
五
・
八
％
に
も
達
し
、
う
ち
イ
タ
リ
ー
人
労
働
者
は
三
〇
万
と
い
わ
れ
て

い
る
。
ク
リ
ス
マ
ス
や
三
月
、
六
月
な
ど
の
時
期
に
は
、
約
一
週
間
程
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
か
ら
だ
け
で
も
毎
日
数
本
の
帰
郷
臨
時
列
車
が
運
行

さ
れ
、
日
本
の
集
団
就
職
や
年
末
や
お
盆
の
帰
省
の
混
雑
を
思
わ
し
め
る
も
の
が
あ
っ
た
。
と
く
に
イ
タ
リ
ー
労
働
者
の
激
増
に
つ
い
て

は
イ
タ
リ
ー
共
産
党
の
謀
略
だ
と
す
る
暴
論
さ
え
で
て
く
る
状
態
で
あ
り
、
ス
イ
ス
国
民
全
体
が
外
国
人
労
働
者
の
流
入
に
対
し
て
は
、

ホ
テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
理
容
店
な
ど
の
日
常
生
活
の
な
か
で
も
は
や
外
国
人
労
働
者
が
不
可
欠
の
経
済
構
成
分
子
で
あ
る
と
み
な
が
ら

も
、
ス
イ
ス
産
業
の
将
来
は
い
っ
た
い
ど
う
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
漠
然
た
る
不
安
が
国
民
全
体
を
掩
っ
て
い
る
こ
と
は
否
定
す
べ

く
も
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
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∈｝へ

1澗 説

　
国
民
投
票
の
対
象
と
な
っ
た
外
国
人
労
働
者
規
制
の
詳
細
は
正
確
に
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、
そ
の
大
筋
は
、
現
在
ス
イ
ス
に
在
住
し

て
い
る
外
国
人
労
働
者
の
約
三
分
の
一
に
あ
た
る
三
〇
万
の
労
働
者
を
、
毎
年
七
・
仁
万
な
い
し
八
万
人
程
度
を
任
意
に
（
実
質
は
労
働

契
約
の
更
新
を
許
さ
な
い
よ
う
に
し
て
事
実
上
は
む
し
ろ
強
制
的
に
）
帰
国
せ
し
め
る
よ
う
に
し
、
以
後
の
流
入
は
す
べ
て
認
む
べ
き
で

な
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
措
置
に
賛
成
す
る
政
党
な
ど
の
主
張
の
底
流
に
は
、
外
国
人
労
働
者
を
基
幹
構
成
要
素
と
し
て
発
展

し
て
い
る
工
業
偏
重
を
抑
え
、
ス
イ
ス
国
民
の
イ
ニ
シ
ァ
テ
ィ
ヴ
の
も
と
に
農
、
工
、
商
の
つ
り
あ
い
の
と
れ
た
国
勢
発
展
（
南
ρ
巳
一
3
お
周

U
Φ
露
○
α
q
鑓
℃
｝
凱
①
）
　
を
と
い
う
保
守
的
伝
統
的
な
思
想
が
あ
る
よ
う
に
み
う
け
ら
れ
た
。
　
こ
れ
に
対
し
て
外
国
人
労
働
者
の
規
制
に
反
対

す
る
運
動
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
た
の
は
、
　
政
党
人
で
な
い
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
の
人
で
五
八
才
の
　
Q
。
。
ゴ
≦
鴛
N
①
筈
8
ご
　
で
あ
る
が
、
彼
は

O
び
①
臥
お
§
働
§
α
q
）
を
大
胆
に
主
張
し
、
外
国
人
労
働
者
の
参
加
を
認
め
よ
、
彼
等
の
賃
金
を
あ
げ
よ
（
白
ω
o
簑
Φ
コ
恕
σ
q
①
一
、
o
離
く
二
2
斜

卑
鑓
昌
σ
q
③
）
　
で
あ
っ
た
。
両
者
の
対
立
は
は
げ
し
く
五
月
中
ら
砂
中
賛
否
を
め
ぐ
っ
て
の
各
種
政
党
の
色
と
り
ど
り
の
ビ
ラ
が
ほ
ら
れ
、

投
票
日
近
く
な
る
と
ビ
ラ
に
対
す
る
落
書
も
ひ
ど
く
な
り
、
非
常
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
し
、
ス
イ
ス
で
も

未
曽
有
の
政
治
的
問
題
と
い
わ
れ
て
い
た
。

　
投
票
の
結
果
は
六
五
万
五
千
対
五
五
万
七
千
の
差
で
、
急
進
的
な
外
国
人
労
働
者
排
除
法
案
は
葬
り
去
ら
れ
た
。
選
挙
の
終
っ
た
あ
と

の
新
聞
報
道
に
よ
る
と
政
府
を
は
じ
め
、
主
要
政
党
、
教
会
、
労
組
、
財
界
も
こ
の
急
進
的
排
除
に
は
反
対
で
あ
っ
た
と
伝
え
て
お
り
、

特
に
政
府
は
、
も
し
こ
の
法
案
が
成
立
す
れ
ば
ス
イ
ス
経
済
に
深
刻
な
影
響
を
も
た
ら
す
ば
か
り
で
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
信
用
を

喪
失
し
た
で
あ
ろ
う
と
の
財
政
大
臣
の
談
話
ま
で
発
表
し
て
い
る
。
結
局
法
案
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
勢
力
は
奈
辺
に
あ
っ
た
の
か
は
な

は
だ
不
可
解
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
法
案
反
対
の
リ
ー
ダ
ー
も
り
。
ぴ
≦
賛
N
窪
9
3
も
、
外
国
人
労
働
者
排
除
は
、
単
な

る
外
国
人
嫌
い
を
原
因
と
す
る
も
の
で
は
な
く
7
．
、
、
む
し
ろ
ス
イ
ス
経
済
に
予
測
さ
れ
る
将
来
の
困
難
さ
の
反
映
と
し
て
で
て
き
た
も
の

だ
と
み
て
い
る
。
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スイス連邦における外国人労働者問題の概観（林）

　
し
か
し
急
進
的
な
外
周
人
労
働
者
排
除
法
案
が
葬
り
さ
ら
れ
た
こ
と
で
、
六
三
年
以
来
の
外
国
人
労
働
者
の
規
制
が
終
了
し
た
の
で
は

な
い
。
政
府
は
、
法
案
否
決
後
、
た
だ
ち
に
季
節
労
働
者
の
総
数
を
一
五
万
二
千
人
に
制
限
す
る
こ
と
、
九
ケ
月
契
約
で
単
身
在
住
の
労

働
者
数
を
規
制
す
る
措
置
を
と
る
こ
と
に
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
ス
イ
ス
に
お
い
て
は
ス
イ
ス
経
済
の
発
展
に
伴
っ
て
避
け
が
た
い
d
σ
興
ヰ
Φ
§
α
弓
α
q
の
な
か
で
、
時
に
は
温
和
に
ま
た
時

に
は
果
敢
に
外
国
人
労
働
者
を
規
制
し
よ
う
と
す
る
措
置
が
交
錯
し
な
が
ら
随
伴
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
最
後
に
、
日
本
の
今
後
の
労
働
力
需
給
の
趨
勢
を
み
る
と
、
す
で
に
若
年
基
幹
労
働
力
の
不
足
は
深
刻
で
あ
り
、
他
面
高
中
年
層
の
再

雇
用
の
技
能
再
教
育
が
問
題
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
そ
し
て
す
で
に
端
緒
的
で
は
あ
る
が
、
開
発
途
上
国
の
労
働
力
の
利
用
が
検
討
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
る
。
わ
が
国
の
場
合
ス
イ
ス
の
よ
う
に
急
激
な
外
国
人
労
働
者
の
流
入
と
い
う
事
態
は
予
想
さ
れ
な
い
が
、
企
業
の
海
外

進
出
は
多
国
籍
企
業
に
お
け
る
労
使
関
係
を
め
ぐ
る
諸
問
題
と
し
て
登
場
し
て
く
る
の
も
間
近
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
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